


私たちシチズンマシナリーは、Innovative Manufacturing（革新的モノづくり）の提供を使命

として、今後10年間の事業コンセプトを『個の量産』という言葉で表しました。この言葉は、21世紀

に求められるこれからのモノづくりを洞察し、そこから私たちが導き出した一つの答えです。今回開

催するCFA85では、『個の量産』をコンセプトとしています。そして、これを具現化するためのキー

ワードを“つなぐ”と定めました。

「個の量産」を具現化する
“つなぐ”ソリューション

21世紀に求められるモノづくりは、量産的な

「効率性」と、“望むものを、好きなだけ、欲しい

時に、どこででも”と言う「柔軟性」を両立した「革

新的モノづくり」へシフトして行こうとしています。

このモノづくりの変化に伴い、適種、適量、適時、

適地という４つを最適化することによって適切な

コストを実現することが求められると私たちは考

えています。それを実現する革新的なモノづくり

こそ、シチズンマシナリーが提供する『個の量産』

です。そしてこれを具現化するための重要なカギ

が“つなぐ”です。

市場が要求する４つの最適に対応するには、

市場の要求を製品に展開するスピード、需要

変動をいち早くキャッチして生産に展開するス

ピード、様々な製品を需要に応じて柔軟に生産

できるフレキシビリティなど、スピードとフレキシ

ビリティの両立が不可欠です。これを実現する

ための手段が、市場と工場、サプライヤーと工

場、工場と工場を“つなぐ”こと。それぞれの工

場の中では、人と設備、人と技術、設備と技術、

人と人、設備と設備、技術と技術、と言ったよう

にあらゆる要素を互いに“つなぐ”ことです。

こうした様々な“つなぐ”の中で、私たちシチズ

ンマシナリーは、これまでの生産設備としての工

作機械の提供にとどまらず、ヒトと設備と技術と

いうモノづくりの中核となる３つの要素を“つな

ぐ”ソリューションで、お客さまのモノづくりを支

えます。
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お客さまのモノづくり

生産拠点の中では…

シチズンマシナリー

つなぐソリューションのイメージ
シチズンマシナリーの事業ドメイン

ヒトと設備をつなぐ

市 場

適種

適量

適時

適地

モジュール生産

サプライヤ

● Cincom
● Miyano
● MC20
● VC03

● サービス
● 加工技術の人的支援
● alkapplysolution
● NCスクール、技術講習会
● ソリューションセンター 

● alkartlive
● alkartoperation

● alkartlive
● alkartoperation
● alkartjoin
● alkartstation

● alkartschool
● alkartsite

生産拠点生産拠点

生産拠点

設 備

技 術

お
客
さ
ま
と
市
場
を
つ
な
ぐ

お
客
さ
ま
と
サ
プ
ラ
イ
ヤ
を
つ
な
ぐ

ヒ ト

ヒトと技術をつなぐ

設備と技術をつなぐ

拠点と拠点をつなぐ

ヒトとヒトをつなぐ

● alkartjoin

お客さまとシチズンマシナリーをつなぐ

● MultiStationMachiningCell
● Ocean technology
● LFV technology

● alkartpro2cloud
● alkartshop
● alkartproduction
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展示ゾーン

特集

シチズンマシナリーの“つなぐ”ソリューションを提示

CFA85開催
CFA85

今回のCFA85では、私たちが『個の量産』を具現化する製品・サービスといったトータルソリューショ
ンや、それらを生み出すモノづくりの取り組み、さらに、これから当社が目指すモノづくりの方向性など、
シチズンの工作機械事業の過去から未来までをご覧いただきます。その中での一貫してキーとなる技法
が“つなぐ”です。お客さまの“つなぐ”をどう実現しようとしているのか、お客さまのニーズと私たちのモノ
づくりの“つなぐ”をどう実現しようとしているのかを是非ご覧ください。

歴史展示
ゾーン

グループ企業展示
ゾーン

　シンコム、ミヤノの歴代製品の変遷をそれぞれ
の時代背景とともにご紹介することで、時代の要
請に対してどのような革新的な技術でお客さま
に応えてきたのか。私たちの85年間の挑戦の歴
史をご覧いただきます。また、当社は工作機械に
デザインという考え方を業界で最初に採り入れ
た会社であり、そのデザインの歴史もご紹介いた
します。

　グループ企業展示ゾーンでは、シチズンのモノ
づくりを通して私たちの暮らしに広く貢献してい
ることを知っていただけるような内容になってお
ります。グループ会社別に製品や技術の展示を行
いシチズングループの多様性と事業基盤の確か
さをご紹介いたします。また、時計事業からは技
能五輪入賞者による時計手組みの実演を行い、
時計が基盤であるシチズンのモノづくりを実感し
ていただけます。

P.06－07

P.06－07
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ごあいさつ
今回のCFA85は、私たちが目指す『個の量産』を実現した姿を、でき

る限り具体的に表現しました。今回展示する『個の量産』コンセプトに基
づく製品やサービスは発展途上にあります。『個の量産』が、真の意味で
将来にわたってお客さまに貢献し、モノづくりを支えるものに昇華してゆ
くためには、私たちシチズンマシナリーのステークホルダーの皆様からの
忌憚のないご意見が必要です。私たちは、それにしっかりと耳を傾け、真
摯に受け止め、製品やサービスの革新につなげてまいります。

シチズンマシナリー株式会社　代表取締役社長

中島 圭一

ソリューション
ゾーン

モノづくり
ゾーン

　適種＆適量生産に対応する新製品、蓄積した加
工技術と工作機械をネットワークで“つなぐ”ICTソ
リューション、当社の製品のベースとなっている様々
な技術など、一歩先の未来のモノづくりを支える“つ
なぐ”ソリューションをご提案いたします。

A フューチャー B 機械
C alkapplysolution D サービス
E 技術 F コンセプト 

　適種＆適量生産の実現に向け、モジュール生産や
モノづくりとICTの融合を柱として、お客さまのニー
ズと私たちのモノづくりを“つなぐ”新たな取り組み、
モノづくりの中での品質へのこだわり、それを支える
現場力向上の取り組み、技術だけでなく人間をつく
るというヒトづくりの取り組みなど、私たちのモノづ
くりに対する考え方や姿勢をご覧いただきます。

G 未来のモノづくり H 加工
I モジュール組立 J 本体組立

P.08－11

P.12－15

05



1930 1940 1950 1960 1970 1980 1990 2000 2010～

Cincom

1937
B-0

1940
B-2

1948
AL-S25

1965
MTP-4BC

1961
C-16

1968
MTN-300

1982
BNC-20

1980
F12

1986
L16

1992

L20

1992

M20

1994

LZ-0

2003

MM-A16

2003
K-16

2008
GN-3200

2012
BNA-42DHY

2010
M32

2012 MC20

1973
MTP-3BCD

1970
D-16

1974
E-32

Cincom Cincom Cincom Cincom

Cincom

Miyano Miyano

Cincom

Cincom

Miyano

C-7
1957

1954
ALS-B16
Miyano

1957

CS4-S52
Miyano

Miyano

Miyano

Cincom

Cincom

Miyano

Cincom

Miyano

Miyano

Cincom

Miyano

歴史展示ゾーン

グループ企業
展示ゾーン

シチズングループは、時計事業で培った小型精密
技術を柱に、様々な分野で事業を展開しています。
グループ企業展示ゾーンでは、シチズンホールディン
グス株式会社、シチズン時計株式会社、シチズン時計
マニュファクチャリング株式会社、シチズン電子株式
会社、シチズン・システムズ株式会社、シチズンファ
インデバイス株式会社の製品をご紹介いたします。

歴史展示ゾーンでは、「技術開発」・「マシンデザイン」・
「拠点の歩み」の視点から、シチズンマシナリーの歴
史をふり返ります。

また、歴代のCincomとMiyanoを実際に動かし、
当時の様子を再現しています。

設計思想や制御方法、スライドの動きや機械の駆
動音まで、1台1台の機械には、先人の知恵と努力が、
深く刻まれています。シチズンマシナリーの85年にわ
たる“挑戦”の歴史をご覧ください。

時計事業で培われた強みを生かし、変革に取り組んできた

シチズングループの歩みをご紹介いたします。また、開発部門

の紹介では、グループ事業にかかわる技術の横のつながりを

展示いたします。

展示内容 シチズングループの歩み、開発部門の紹介

「価値づくり」と「挑戦」を合言葉に、お客さまと、喜びと感動

の時間を分かち合う企業へ。皆様と一番なじみのある時計につ

いての展示をいたします。また、現在使われている最新の時計技

術をご紹介いたします。

展示内容 最新の腕時計、他

❶ シチズンホールディングス株式会社

❷ シチズン時計株式会社
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1930 1940 1950 1960 1970 1980 1990 2000 2010～

Cincom

1937
B-0

1940
B-2

1948
AL-S25

1965
MTP-4BC

1961
C-16

1968
MTN-300

1982
BNC-20

1980
F12

1986
L16

1992

L20

1992

M20

1994

LZ-0

2003

MM-A16

2003
K-16

2008
GN-3200

2012
BNA-42DHY

2010
M32

2012 MC20

1973
MTP-3BCD

1970
D-16

1974
E-32

Cincom Cincom Cincom Cincom

Cincom

Miyano Miyano

Cincom

Cincom

Miyano

C-7
1957

1954
ALS-B16
Miyano

1957

CS4-S52
Miyano

Miyano

Miyano

Cincom

Cincom

Miyano

Cincom

Miyano

Miyano

Cincom

Miyano

環境面でのメリットなど、LED照明の普及が驚異的な勢いで

進行しており、世の中の照明がすべてLEDに代わることも現実と

なりつつあります。大きな発展性のあるLED市場で、時計事業か

ら培ってきた小型精密技術を駆使した製品をご紹介いたします。

展示内容 CITILED（照明用LED）

シチズンファインデバイスが力を発揮する領域は、小型精密・

高精度・高精細が要求される機能部品領域です。長年築き上げ

てきた独自の技術を生かした、高付加価値のマイクロデバイス製

品をご紹介いたします。
展示内容 強誘電液晶マイクロディスプレイ、水晶デバイス、
 オプト・セラミックデバイス燃焼圧センサー、計測器

『世界一優良なる時計製造工場の実現！』をスローガンに、シ

チズン時計の国内製造力強化のため時計製造グループ5社とシ

チズン時計製造関連部門の統合によって発足した会社です。シチ

ズングループ第1の柱である時計事業を支えるモノづくりをご紹

介いたします。
展示内容 各時計部品の展示、技術オリンピックの様子、
 時計手組みの実演

小型精密技術のDNAを受け継いだ健康機器事業（血圧計、

体温計、歩数計)、電卓事業（電卓、電子辞書）、情報機器事業

（サーマルレシートプリンタ、デジタルフォトプリンタ）の各種製品

を展示いたします。
展示内容  サーマルレシートプリンタ、
 デジタルフォトプリンタ（その場で写真をプレゼントいたします）

❸ シチズン時計マニュファクチャリング株式会社

❹ シチズン電子株式会社

❺ シチズン・システムズ株式会社

❻ シチズンファインデバイス株式会社
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ソリューション
ゾーン

A

D

B

C

❶

❼

❷

❺ ❻

❸

❽

❹

E

F

ソリューションゾーン

機械

フューチャー

次世代の工作機械や、設備とヒトと技術をつなぐＩＣＴソリュー
ション、お客さまのモノづくりを支える能動的サービスなど、お客
さまの“つなぐ”を具体的にご提案いたします。

次世代の部品加工システムのMultiStationMachiningCell

の新モデルやＢ軸を搭載したBNE、レーザー加工機、超

小径加工機、低周波振動切削など新技術、新機種を多

数展示します。『個の量産』を具現化した展示をご覧くだ

さい。

当社の目指す世界最先端の生産革新ソリューションを仮

想未来空間の中に展示しています。製品や機能、お客さま

の仕事の流れなど将来に向かって革新する姿がご覧いた

だけます。

B

A

複数の設備に工程を分散させ
ていた加工プロセスを、3基、４
基の加工モジュールに再分配
して、加工工程を最適化。統合
型多系統並行制御とジョブスケ
ジューラーにより「個」と「量」の
モノづくりを実現。

小径加工に最適なＲシリーズを刷
新。正面主軸を２つ備えたＲＤシ
リーズもラインナップに加え、単位
面積当たりの生産性を飛躍的に
向上。常用20,000min-1主軸とリ
ニアモータ駆動による微細加工
性能も向上しています。

BNE-51MSYをベースにタレッ
トB軸を搭載した新モデルです。
シンコムコントロールとB軸機能
により、より早く簡単に複雑形状
のワーク加工が可能です。

独創のバックワーキングタレット
が８ポジションに増加。さらに回
転工具も搭載できるようになり
ました。正面タレット回転工具も
パワーアップ。

❶ MC20 ❸ BNE-B ❹ BNJ-51❷ R/RD

P.10
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ソリューション
ゾーン

A

D

B

C

❶

❼

❷

❺ ❻

❸

❽

❹

E

F

サービス
お客さまの機械の故障・修理のほか、操作・プログラミング

等の技術に関するお問い合わせ、プログラミングが学べる

ＮＣスクールの他、alkapplysolutionを利用したサービス

の実演をご覧いただけます。

D

L20に最新のレーザー加工機能
を付加。切削加工とレーザー加
工のコラボにより今まで困難だっ
た特殊な加工を要する医療部品
などに最適な加工が行えます。

切削工具を主軸回転数に同期さ
せながら、100Ｈｚ以下の周波数
で進行方向へ振動挙動させ、切
屑を細かく分断して排出する技
術です。

加工シミュレーション付きのクラ
ウド型対話プロや、機械の稼働状
況監視、遠隔からのモニタリング
や操作などネットワークを活用し、
『個の量産』の思想を具現化し
たソリューションサービスです。

集中管理されたコールセンターや
サービスネットワーク、また、次世
代サービスカーの移動型サービ
ス拠点機能により、お客さまへ適
時・的確なサービスを提供します。

❺ LASER ❼ alkapplysolution ❽ サービス❻ LFV technology

技術

コンセプト

シチズンマシナリーの最新技術やコア技術にフォーカス

し、革新的な機械技術と制御技術をご紹介。また、各種製

品に使用されているサンプルワークを展示しています。

『個の量産』の思想に基づいて開発された新機種をご紹介

いたします。また、モジュラー設計された各ユニット類や機

械構造、次世代機の操作性などをゆっくりご覧ください。

E

F

ネットワーク技術を活用したお客さまの課題解決や、色々

な情報をつなぐことで生み出される新たな付加価値を提

供するモノづくりソリューションサービスです。会場では、展

示機、本社工場の設備機、各拠点間をネットワークでつな

いだ活用事例や体験コーナーなど、お客さまに実感してい

ただける展示をご覧ください。

C

P.10

P.11

P.10

P.11
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機械	 コンセプトFB

alkapplysolutionは、お客さまの技術者不足という課題

にフォーカスしたモノづくりソリューションサービスです。会

員制のシチズンのWebサイトから提供し、お客さまの技術

者の教育やレベルアップのサポート、NCオプションや複雑

21世紀に求められるモノづくりの「個」への多様性と「量」

への効率性を両立させる『個の量産』のコンセプトの基、開

発されたCincom製品、Miyano製品、新・自動盤をご紹介。

加工に役立つシチズン製マクロをいつでも使用したい時間

だけ購入することが可能で、工場の生産性向上につなげる

ことができます。

モジュラー設計された独創的な機械構成と加工能力、生産

能力を最大限に引き出す統合型多系統並行制御の組合せ

により『個の量産』を具現化しました。

NCオプションやシチズン製マクロを使
いたい時に使いたい時間だけ購入でき
ます。

機械の状況を把握しながら、プログラム
を機械に配信し、異なる部品を絶え間な
く生産することができます。

ＴＶ電話システムで、状況確認や、不具合
を見える化します。

インターネット設備のないお客さまの工
場でも、機械を安心で簡単にシチズンレセ
プションセンターと接続できます。

製造現場の稼動実績を収集し、計画と対
比して見える化することで"現場力"を高め
ます。

インターネット経由で、モニタリングと遠
隔操作を実現します。

アルカートショップ
アルカートプロダクション アルカートジョイン

アルカートステーションアルカートライブ

アルカートオペレーション

いつでもどこでも、NCスクールのeラーニ
ングを受講できます。

アルカートスクール

いつでもどこでも、取扱説明書や操作手
順動画を見て学ぶことができます。

アルカートサイト

プログラミングのノウハウを集約した加
工シミュレーション付きクラウド型対話
プロ。

アルカートプロ2クラウド

1.シチズンのノウハウと情報を技術者に
「つなぐ」

2.機械の稼働状況を管理者に「つなぐ」 5.遠隔地の技術者どうしを「つなぐ」

6.機械を機動的にインターネットに「つなぐ」3.生産計画を機械に「つなぐ（届ける）」

4.機械と遠隔地の技術者を「つなぐ」

R/RD BNE-B MC20

小径加工に最適なRシリーズを刷新。正面
主軸を2つ備えたRDシリーズもラインナッ
プに加え、単位面積当たりの生産性を飛躍
的に向上。常用20,000min-1主軸とリニア
モータ駆動による微細加工性能も向上して
います。

ＢＮＥ-51MSYをベースにタレットB軸
を搭載した新モデルです。シンコムコント
ロールとB軸機能により、より早く簡単に
複雑形状のワーク加工が可能です。

複数の設備に工程を分散させていた加工
プロセスを、3基、4基の加工モジュールに
再分配して、加工工程を最適化。統合型多
系統並行制御とジョブスケジューラーにより
「個」と「量」のモノづくりを実現。

新・自動盤

C
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技術

サービスD

シチズンマシナリーの誇る革新的な技術。

高速高精度を実現する摺合せ技術Ocean technology

や低周波振動切削加工技術LFV technology、革新的な機

械構成技術MultiStationMachiningCellをご紹介。

お客さまの機械の故障・修理のほか、操作・プログラム等

の技術に関するお問い合わせ、プログラミングが学べるＮ

Ｃスクールのご案内などお客さまに満足いただける万全の

サポート体制をご紹介。また、alkapplysolutionのネット

ワーク機能とつないだサービスカーによりサービスに必要

な情報を瞬時に入手し適時・的確なサービスを提供し、お

客さまの生産をバックアップします。

革新的な機械構成技術

超高精度擦合せ技術

アフターサービス

低周波振動切削加工技術

NCスクール 移動型サービス拠点

LFV technology MultiStationMachiningCell 

Ocean technology

複数の設備に工程を分散させていた加工プロセスを、３基の加工
モジュールに再分配して、加工工程を最適化。新たに４モジュール
機も登場しました。

集中管理されたサービスコールセン

ターと専門スタッフによる機械診断や

操作・プログラム等の技術に関する支

援や、パーツセンターによる保守部品

やアクセサリー類のご提供、全国に展

開するサービスネットワークなど万全

なサポート体制でお客さまの生産を

バックアップします。

サーボ軸を進行方向に振動挙動させ、切削中に“空振り”時間を設け
ることで、切粉を断続的に排出することができます。この技術で、切粉
処理や小径深穴加工の課題に最適なソリューションを提供します。

専門スタッフにより入門コースから複

合加工に必要な高度な3系統コースと

レベルに応じたカリキュラムをご用意。

開催場所も岩手、軽井沢、所沢、名古

屋、大阪の5拠点で受けられます。また、

ご要望に応じてお客さまの工場へ出張

してスクールを実施いたします。

摺動抵抗を低く安定さ
せる高密度なキサゲ技
術を採用し、高精度加
工を保証する検査基準
に適合可能な機械を
製造する技術。

サービスカーとサービス用データベー

スをつなぎ、機械復旧に必要な保守情

報をお客さまの工場にて閲覧し、素早

く的確なサービスを提供します。

1回転目の加工領域

軸移動量
（mm）

主軸位相（度）

0.03

0.02

0.01

0
180 360

■ 主軸1回転あたりのZ軸方向移動量と低周波振動の波形

Z
軸
方
向

2回転目の加工が“空振り”となるため
切屑が出ない領域

1回転目の加工領域

2回転目の加工が“空振り”となるため
切屑が出ない領域

2回転目の加工領域、かつ
切屑として脱落する範囲
2回転目の加工領域、かつ
切屑として脱落する範囲2回転目の

加工領域
2回転目の
加工領域

E

11



2F

加工 IH Jモジュール組立

刃物台、主軸、ボールねじ、ツーリングといった機械を構
成する重要なモジュールの組立を行っているエリアです。
コアモジュールを内製化することで、需要変動に対する
耐性を確保しています。

本体組立

機械本体の共通部分の組立を行う準備生産と、お客さ
ま個別の仕様を組付ける受注後生産を行っているエリ
アです。準備生産＋受注後生産の生産方式によって生
産のフレキシビリティを確保しています。

alkartliveを使って他拠点の加工設備をネットワークでつなぎ、
グローバルでの加工コントロールの適正化を図っています。

Digital CellやT-Brainという仕組みを工程内に実装
し、工程進捗の見える化や組立品質の平準化を実現
しています。

Digital Tablet Cellという仕組みを工程内に実装し、
工程進捗の見える化や組立品質の平準化を実現して
います。

❼加工設備情報のグローバル共有化の取り組み（alkartlive）
❽治具設計による加工効率化
❾加工安定化と品質改善の取り組み（MCシミュレーター）
加工設備カスタマイズの取り組み（ABX-51THY2）
チャックチェンジャーによる段取りの効率化

❹組立品質平準化の仕組み（Digital Cell）
❺実需に対応したツーリング生産計画の取り組み
❻ツーリング組立のナレッジ共有化の取り組み
  （T-Brain）

❶準備生産と受注後生産のつくり分け　　
❷CSリードタイム短縮の取り組み
❸本体組立リードタイム短縮の取り組み
　（Digital Tablet Cell）

主軸等のモジュールを機種や型式間で共通化し、生産効
率を高めつつフレキシブルな生産を行っています。お客さ
ま毎に異なるツーリングは売れ筋を適切に在庫運用する
ことで実需に対応する生産計画方式を採り入れています。

機種や型式間で仕様を共通化し、お客さま毎の専用仕
様を組付けることで機種・型式のつくり分けをするモ
ジュール生産を進めています。モジュール化

ICT化

展示内容

H

G

J
II

❶ ❷

❸

❺

❻




❹

❾

❽

❼

モノづくり
ゾーン

大物の鋳物や中小鋳物などの複雑な形状の部品（角モノ）の加工
やボールねじ、主軸に使われる円筒状の部品（丸モノ）の加工を
行っているエリアです。加工自動化によって部品レベルで品質を
保証し、人が行う組立作業での品質を確保しています。

モノづくりゾーン

未来のモノづくり

当社では、変化するお客さまのニーズにフレキシ
ブルに対応しつつ、安定した品質の製品を効率的に
生産する『個の量産』のモノづくりを目指しています。
その中心テーマが“モジュール生産”と“モノづくりの
ICT化”。これまで積み重ねてきたモノづくりに加え、
今後に向けた新たな取り組みを是非ご覧ください。

当日ご覧いただく現在のモノづくりをさらに進化

させた未来のモノづくりに対する私たちのビジョ

ンと、それを支えるヒトづくりの取り組みを展示い

たします。

G
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2F

加工 IH Jモジュール組立

刃物台、主軸、ボールねじ、ツーリングといった機械を構
成する重要なモジュールの組立を行っているエリアです。
コアモジュールを内製化することで、需要変動に対する
耐性を確保しています。

本体組立

機械本体の共通部分の組立を行う準備生産と、お客さ
ま個別の仕様を組付ける受注後生産を行っているエリ
アです。準備生産＋受注後生産の生産方式によって生
産のフレキシビリティを確保しています。

alkartliveを使って他拠点の加工設備をネットワークでつなぎ、
グローバルでの加工コントロールの適正化を図っています。

Digital CellやT-Brainという仕組みを工程内に実装
し、工程進捗の見える化や組立品質の平準化を実現
しています。

Digital Tablet Cellという仕組みを工程内に実装し、
工程進捗の見える化や組立品質の平準化を実現して
います。

❼加工設備情報のグローバル共有化の取り組み（alkartlive）
❽治具設計による加工効率化
❾加工安定化と品質改善の取り組み（MCシミュレーター）
加工設備カスタマイズの取り組み（ABX-51THY2）
チャックチェンジャーによる段取りの効率化

❹組立品質平準化の仕組み（Digital Cell）
❺実需に対応したツーリング生産計画の取り組み
❻ツーリング組立のナレッジ共有化の取り組み
  （T-Brain）

❶準備生産と受注後生産のつくり分け　　
❷CSリードタイム短縮の取り組み
❸本体組立リードタイム短縮の取り組み
　（Digital Tablet Cell）

主軸等のモジュールを機種や型式間で共通化し、生産効
率を高めつつフレキシブルな生産を行っています。お客さ
ま毎に異なるツーリングは売れ筋を適切に在庫運用する
ことで実需に対応する生産計画方式を採り入れています。

機種や型式間で仕様を共通化し、お客さま毎の専用仕
様を組付けることで機種・型式のつくり分けをするモ
ジュール生産を進めています。モジュール化

ICT化

展示内容

H

G

J
II

❶ ❷

❸

❺

❻




❹

❾

❽

❼

モノづくり
ゾーン

大物の鋳物や中小鋳物などの複雑な形状の部品（角モノ）の加工
やボールねじ、主軸に使われる円筒状の部品（丸モノ）の加工を
行っているエリアです。加工自動化によって部品レベルで品質を
保証し、人が行う組立作業での品質を確保しています。
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現在の当社のモノづくり
グローバル生産体制

●グローバル生産品質の平準化
加工自動化により部品レベルで品質を保証し、技術に頼
らない組立を実現しています。これによりモジュールや本
体の組立工程は社外リソースで対応でき、さらには海外
でも準備生産の組立ができる仕組みになっています。

●準備生産＋受注後生産による実需対応力の強化
機械の共通部分までを組み立てる準備生産を見込みで行
い、受注に応じて個別仕様を組付けることで実需への対
応力を高めています。

●受注後生産へのリソース集中化
準備生産で社外リソースを活用することで、社内のリソー
スを受注後生産に振り向け、それによって個別のお客さ
まニーズへの対応を重点的に実施しています。

●景気変動による影響の最小化
海外２拠点で鋳物の鋳造、また、部品加工や、ツーリング、
ボールねじ、主軸といったコアモジュールの生産を内製
化することで、景気変動の影響を受けにくい体制をとって
います。

CITIZEN MACHINERY ASIA
CO.,LTD. (THAILAND)

CITIZEN (CHINA) PRECISION 
MACHINERY CO., LTD.

CITIZEN MACHINERY VIETNAM
CO.,LTD.

鋳　造 加　工
モジュール組立

準備生産

生産のグローバル展開

◉ツーリング
◉ボールねじ ◉主軸

鋳造からの一貫生産 設備の自動化による
部品レベルでの品質保証

標準作業による外注・請負の活用
コアモジュールの内製化

受注後生産への
社内リソースの重点配置

◉総組
◉配線

本体組立
受注生産
◉調整
◉特殊仕様

需要変動への
耐性

QCDの最適化
（Q）品質の安定化
（C）低コスト
（D）短納期

フレキシビリティ
の実現

個別ニーズの対応

当社の生産拠点は、地産地消の考え方をベース
として、タイムリーに最高のQCDパフォーマンス
を発揮できるように、日本、中国、タイ、フィリピン
で生産を棲み分けしグローバルに製品を供給し
ています。また、ベトナム、フィリピンで鋳物鋳造を
行い各拠点に鋳物部品を供給しています。

モノづくりの考え方

当社では以下のポイントをモノづくりにおける基本的な考え方としています。

軽井沢本社
シンコム機生産、新・自動盤生産

❶ 北上事業所
ミヤノ機生産

❷

シチズンマシナリーフィリピン
ミヤノ機生産、鋳物鋳造

❸ シチズンマシナリーアジア
シンコム機生産

❹

西鉄城（中国）精密机械有限公司
中国市場向け
シンコム機、ミヤノ機生産

❺ シチズンマシナリーベトナム
鋳物鋳造

❻

❶

❸❹

❺

❻

❷

CITIZEN MACHINERY 
PHILIPPINES INC.
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alkartlive

これからの“つなぐ”モノづくり
モジュール生産の実現

モノづくりとＩCＴの融合

グローバル生産拠点の生産設備や見立て工程をネットワークでつなぎ、より高度なグローバル生産コン
トロールを実現します。

〈L220シリーズでのモジュール化の取り組み〉

現状の生産方式 これからの生産方式

機種別・型式別に生産計画を立て、つくり分ける方式。 モジュールを共通化し、
需要に応じモジュールを組み合わせる方式。

機種別・型式別生産計画の見込み精度が重要。
需要変動に対する柔軟性がない。

モジュール在庫量の適切なコントロールが重要。
需要変動に伴う機種変更や

型変更に比較的柔軟に対応できる。

機種B機種A

ユニットA ユニットB ユニットC ユニットD

部
品

 
a

部
品

 
b

部
品

 
c

部
品

 
d

部
品

 
e

部
品

 
b

部
品

 
f

部
品

 
g

部
品

 
a

部
品

 
h

部
品

 
i

部
品

 
c

機種B機種A

モジュールA モジュールBC モジュールD

部
品

 
a

部
品

 
b

部
品

 
c

部
品

 
d

部
品

 
e

部
品

 
b

部
品

 
h

部
品

 
i

部
品

 
c

■加工のＩCＴ化 ■組立のＩCＴ化

デジタル
セル T-Brain

デジタル
タブレット

セル
検討中 検討中 検討中 検討中

e-Assembly

刃物台組立

主軸組立
ツーリング

組立

総 組 配 線 芯出し

標
準
完
成
機

調整CS

モジュール組立工程 本体組立工程
受注後
生産工程

モジュール生産により、市場要求に対するフレキシビリティをさらに高めていきます。

5軸機（8、9型）、6軸機（10型）、6軸機B軸付き（12型）が別のプラットホームで構成され
ており、さらに電装の仕様が標準とＥＣに仕様が分かれていた。

L20E、L20X、L220-12型の3つのプラットホームをL220に一本化。また、電装も標準仕
様とEC仕様を共通化させ、EC専用部分をアドオン可能なアタッチメント構成とした。

L220-12L20E

生産区分

準備生産

① ベット部
② 主軸
③ くし刃刃物台
④ 対向刃物台
⑤ 電装
⑥ 背面主軸（U40B）
⑦ 背面主軸（U42B）
⑧ くし刃回転工具装置（標準）
⑨ くし刃回転工具装置（B軸付き）
⑩ 背面回転工具装置　

○ ○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○

○
○ ○
○ ○ ー ー
ー ー

○
ー

ー
○○ ○

ー ○
○ ○ ○ ー ー ○ ー ○

○ ○ ○ ○

○ー ○ー ○ ー ○ー ○ ー ○ー ○

○ ー○ ー ○ ー○ ー

○

○ ○

○
○
○

○
○

構成要素

L20X
8型 9型 8型

EC
9型
EC

10型 10型
EC

12型 12型
EC

受注後生産

L220

生産区分

準備生産

構成要素 8型 9型 8型
EC

9型
EC

10型 12型 10型
EC

12型
EC

受注後生産

① ベット部
② 主軸
③ くし刃刃物台
④ 対向刃物台
⑤ 電装
⑥ 背面主軸（U40B）
⑦ 背面主軸（U42B）
⑧ EC仕様ATT
⑨ くし刃回転工具装置（標準）
⑩ くし刃回転工具装置（B軸付き）

組立ＱＣＤ情報をＩＴ管理し、全体スピード、能力、品質を最適
化するe-Assembly構想推進中。
今後、この仕組みをグローバル生産拠点に展開していきます。

グローバルの加工設備情報を一元化し
グローバルの加工能力管理を最適化
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